
公表日：2023年　2月25日 事業所名：放課後等デイサービスヤシノキ

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペース
の十分な確保

１階、２階と活動場所を分けて行うこと で、
様々な活動が行うことが可能です。

はい：１５　どちらともいえない：１　わからな
い：３実際に様子を見ていないので。

１階と２階で利用者を分けることで、少人数
で の療育が実施可能。利用定員に応じた
スペー スが確保が見込めます。

2 職員の適切な配置
基準に適した人数を配置しており、児童 指
導員や、保育士等の有資格者も配置 してい
ます。

はい：１７　わからない：３
実際に様子を見ていないので。

基準に適応した人員を配置しています。児
童 指導員の要件に適応した職員がほとん
どであ り、保育士や養護教諭、教員免許を
持ったもの もいます。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特
性に応じた設備整備

戸建てを利用しているので、二階に上がる
際 は階段を利用しています。障害の特性に
応 じ た対応を行い、環境整備を行っていま
す。

はい：１３　どちらともいえない：１　わからな
い：３
実際に様子を見ていないので。

戸建てを利用している点で、段差や階段な
どが あります。その場合、利用者の安全を
第一に考 え、上り下りは必ず職員がつくよう
にしていま す。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

施設全体は、毎日職員が交代で掃除を行い
清潔に保たれています。以前より感染予防
委員会を設置し、感染予防も実施していま
す。

はい：１７　わからない：３
実際に様子を見ていないので。

加湿器、空気清浄機設置。時間に分けて清
掃 を行っており、リマインドを設定し、職員
がスムーズに対応できるようにしています。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

常時、連絡報告を行うよう職員に周知し て
おり、必要時応じてカンファレンスを行いま
す。

今後も継続し質の向上に努めていきま
す。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

特別支援アドバイザーなどの専門的な 外部
講師を招き、定期的な職員研修や指導を行
います。

今後も継続し質の向上に努めていきま
す。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会
の確保

外部講師による研修や、市内・市外の研修
に積極的に参加の呼びかけを行い、他事業
所との意見交換会実施し、職員は前向きに
参加している。

他事業所の交流については、他の施設から
の意見を取り入れることや、また当事業所
からの助言を伝えるなど、良い関係が築け
ています。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

本人・保護者様からの聞き取りを行い、
日々子どもたちの様子を観察し、支援 計画
を作っ ています。

はい：１９　わからない：１
今後も継続し質の向上に努めていきま
す。

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

一人ひとりの課題、年齢・性別・特性に 合わ
せたプログラムの作成などを行っています。

今後も継続し質の向上に努めていきま
す。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

計画書を作成し、支援の具体的な対応 を記
載しています。

はい：１８　わからない：２

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

支援計画に沿った内容で子供たちに支 援
を 行っています。

はい：１７　わからない：２

集団でのSSTが多く、全員そろって参加する
こ とが 望ましいですが、参加が難しい利用
者が いる場合 は、計画に沿って行えてい
ないことも あります。そ の場合は、計画通り
に行えなかっ たかなど、次回 の支援に必
要な支援を考えます。

5 チーム全体での活動プログラムの立案

指導員に呼びかけをし、プログラムの立案、
実施を行っています。指導に当たる際には、
内容が分かるように全体でシェアしていま
す。内容も職員同士が考えかぶらないよう
に工夫しています。

職員にプログラムの改善や、立案をお願 い
し ています。チーム全体で行えるように 計
画し た内容は、利用者、指導員、内容、 時
間、配 置、などを共有して企画書を提 出し
ていただ いております。

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

臨機応変に対応させていただいておりま
す。

平日は、のびのびと学んでいただき、休日
な どの長期休暇は、学び探求といった内
容で、 普段学校や保育園等では味わうこ と
ができ ないようなプログラムを考えてい ま
す。

7
活動プログラムが固定化しないような工夫
の実施

子ども達や保護者様からのご要望、一人ひ
とりの特性に応じた内容、課題などを元に療
育を目的とし工夫して行っています。職員同
士の意見交換を行い、ローテーションで指導
していきます。

はい：１９
通っている回数が少ないのでプログラムの
重複はある。

プログラムは固定化しないように、工夫して
行っています。1年計画をし細かい実施の内
容を考え、事前の下調べや、現地の見学な
ども行い、実施できるかどうかの話し合いも
します。

8
支援開始前における職員間でその日の支
援内容や役割分担についての確認の徹底

役割分担は、その日の指導担当を事前に決
めています。担当になった職員が準備から
指導までを行い、振り返りを行うことで、次
の ステップへと繋げていきます。記録は保
管し ています。

プログラムの担当は、事前に決まってお
り、担当に当たる職員が準備から指導
まで行っていきます。他の職員も同じよ
うに指導出来るように内容は共有しま
す。

9
支援終了後における職員間でその日行わ
れた支援の振り返りと気付いた点などの情
報の共有化

その日の振り返り意見交換、共有を行 いま
す。次回の 支援につなげるように、 職員間
でのやり取り や、情報共有を随 時行ってい
ます。

今後も継続し質の向上に努めていきま
す。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

日々の記録は、毎日行っています。支 援の
改善や継続実施についても、内容 を常にみ
ながら、良い点をのばし、より よい療育につ
ながるように心がけてい ます。

今後も継続し質の向上に努めていきま
す。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画
の見直し

モニタリング時期も、その時期でなくても 保
護 者様とのやり取りを定期的に実施 してい
ます。サービスの見直しや、サー ビスの提
供など、通所計画相談員を含 めて話をして
いきま す。

今後も継続し質の向上に努めていきま
す。

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者
による障害児相談支援事業所のサービス
担当者会議へり参画

児童発達支援管理責任者及び、施設管 理
者 が会議に積極的に参加していま す。必
要に応じて、学校等とカンファレン スも行い
ます。

必要に応じて今後も対応していきます。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

該当する利用者はいません。

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡
体制の整備

該当する利用者はいません。

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚
園、小学校、特別支援学校（小学部）等との
間での支援内容等の十分な情報共有

入学前などは、事前訪問を行うなど、連携を
取ります。必要に応じてご家族様と一緒に
面 談に伺うこともあり、ご希望があれば療
育報 告書を作成し、提供する場合も ありま
す。

今後も継続し質の向上に努めていきま
す。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容
等についての十分な情報提供、

該当する利用者はいません。

現在は、該当者はおられませんが、今
後 のために、２０２１年より生活介護や
就労 移行支援等の事業所様を見学・体
験をプ ログラムの一環として実施してい
ます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

6
児童発達支援センターや発達障害者支援
センター等の専門機関と連携や、専門機関
での研修の受講の促進

研修がある場合は、指導員等に実施の知ら
せを回覧しています。研修の受講 を促進し
ています。

今後も継続し質の向上に努めていきま
す。

7

児等発達支援の場合の保育所や認定こど
も園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児童
館との交流など、障害のない子どもと活動
する機会の提供

保育園などの園庭開放に参加したり、絵本
の読み聞かせなどに参加。地域での交流イ
ベントは、事業所側が主催し、地域の子ども
たちの交流を深めています。

はい：１５　わからない：４

地域で実施されているイベントには多く
の障がいのない子どもと触れ合う機会
があります。また児童発達支援の場合
は保育園、子ども園等のイベントにも参
加しています。

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

地域住民の方を招待してイベントを実施して
います。年に数回行いますが、たくさんの地
域の方が参加して下さっていたり、協力して
いただいております。

地域交流は、今後も行っています。福祉
施設への交流は、まんえん防止のた
め、小規模で行っていく予定です。感染
対策を取りながら今後も交流を続けてい
きたいです。

1
支援の内容、利用者負担等についての丁
寧iな説明

契約時に重要事項説明書をもとに説明させ
ていただいております。

はい：１９　

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

支援計画をもとに保護者様に支援計画内容
を承諾していただいておりますが、コロナ禍
で直接お会いすることが難しい場合は、電
話対応や書面にて説明させていただきま
す。

はい：１７　どちらともいえない：１
わからない：１

コロナ禍で事業所へ来られない場合
は、 ご自宅まで行くか、電話での対応に
て、支援内容等の説明を行っています。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の
支援の実施

実施できる有資格者又は研修に参加した者
が職員に在籍しております。そのほか、必要
に応じて専門機関へ繋げることも出来ます。

はい：９　わからない：１０
コロナ禍の為「わからない」を選択させて
頂きました。

必要に応じて対応させていただきます。

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

送迎時や、連絡帳にて、その日にあった内
容などを伝えます。必要に応じて保護者様
とお話する機械を設けております。

はい：１８
今後も継続し質の向上に努めていきま
す。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相
談への適切な対応と必要な助言の実施

必要に応じて、電話または自宅訪問し、 お
話を伺います。内容に応じて、必要な 支援
の対応や、相談機関へとつなげます。

はい：１４　どちらともいえない：２　わからな
い：２　コロナ禍の為「わからない」を選択さ
せて頂きました。

必要に応じて相談支援員を含めたカン
ファ レンスを行った事例などあります。
お子様 に関係なくご家族の相談にも乗
ります。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

保護者間の交流を図るために、交流会を実
施しております。保護者様がお子さんと一緒
に参加出来る遠足や、保護者同士の食事
会なども実施し、親同士の相談の場を設け
ております。

はい：１６　どちらともいえない：１　わからな
い：３
なかなか参加できていないすみません。

交流会や、保護者参加型遠足などは、
今後も実施していきますので、是非参加
してください。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

その日のうちに管理者が対応を行い、必要
に応じて対応させていただいております。

はい：１５　わからない：５
管理者や、職員と話し合い、対応させて
いただきます。

8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

お便りでのお知らせや、電話での対応、写
真 の提供などでお知らせしています。必要
な情 報に関しましては、内容を印刷して提
供する 場合もあります。

はい：１９　どちらともいえない：１
ファイルを入れる連絡袋は機能しているの
か？一方通行で月謝袋を入れてもなかなか
引き取ってもらえない事もあり不安になる。

ご意見頂きありがとうございます。連絡袋の件に
つきましては、今後も職員のダブルチェックをし、
今後そのような事が起きないように職員研修で
周知いたします。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報についての子ども
や保護者への発信

毎月、お手紙にてプログラムの内容や、施
設 で行っている出来事などを記載していま
す。 インターネットを使用した発信も行って
います。

はい：２０
今後も継続し質の向上に努めていきま
す。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応

鍵付き書庫に保管させていただいており ま
す。職員にも毎年更新時には、秘密 保持契
約書のもと、十分に気を付けて 管理させて
い ただいております。

はい：１９　わからない：１
頂きました書類等は、鍵付き書庫にて厳
重に保管させていただております。

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルの策定と、職員や保
護者への周知徹底

各マニュアル等は、事務所にあり、職員 が
自由に見れるように設置しています。 年に
数回の見直しの実施や、保護者様 への報
告もおたよりにてお知らせしてい ます。

はい：１５　どちらともいえない：２

わからない：３

感染症対策等は、お手紙やお便りにて
定期的に配布していますが、今年から
はウェブでの回覧も出来るよう改善して
いきます。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

避難訓練は、年に２、３回実施していま す。
防災訓練、避難訓練、必要な訓練 は、防災
等の訓練研修を終えた指導員 が行ってい
ま す。職員の研修として行う 場合もありま
す。

はい：１５　わからない：５
実施内容は、お便りや、ウェブ上で内容
を 報告させいていただいております。ご
確認 お願いいたします。

3
虐待を防止するための職員研修機の確保
等の適切な対応

虐待防止委員会を開設して実施してい ま
す。

実施内容は、お便りや、ウェブ上で内容
を 今後掲載していく予定です。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明・・了解を得た上での児童発達支
援計画又は放課後等デイサービス計画へ
の記載

身体拘束の同意書については、同意書 を
いただく際に、保護者の方に十分な説 明を
させていただいております。

主に、未就学児のお子様や突然の行動
（飛び出し等）に対して対応させていただ
く 場合があります。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

アレルギー食に変更したり、カロリー制 限
がある利用者については毎回計算し て連
絡帳に記載することを職員に周知し ていま
す。

突然のアレルギー等がある場合は、随
時 ご家庭での様子などお伺いしていま
す。少 しの変化が支援につながるので
教えてい ただけると幸いです。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

ヒヤリハットの事例集の作成及び、共 有、
ケース会議などの実施をおこない、 事業所
内で共有しています。事業所内 では、閲覧
できるように設置しています。

今後も継続し質の向上に努めていきま
す。

非
常
時
等
の
対
応


